
非同次境界条件の放物型偏微分方程式の解法 
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したがって，式（１）は次のように置き換えられる。 
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同様に式（２），（３），（４）は次のように置き換えられる。 
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ここで，非同時境界条件を同時境界条件に変形するために、定常応答成分 [ ]TXN ,1 と過渡応答成分 [ ]TXN ,2  

を次のようにおく。 
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式（６），（７）において係数 A,B が次の条件を満たすと仮定する。 

[ ]

[ ] [ ] 0,11,11

,01

2

0

=+

=

TNLSTN
dX
d

NTN
 

 



このとき，A と B は， 
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これを式（９）へ代入すると， 
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式（１２）を式（５）へ代入すると， 
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式（７），（１２）から， 
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式（８），（１２）から， 
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以上の変形から，次の同次境界条件の放物型微分方程式に変換できる。 
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変数分離で解く。 

　式（１７）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　]T[]X[],X[2 TXTN =  

式（１７）を式（１３）へ代入する。 
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式（１４）へ代入すると， 
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式（１５）へ代入すると， 
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の X は，次の関係を満たす。 
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固有値 ｎλ に対する X は、 ( XaX nnn λsin= )のように表される。 

この時，式（１７）は次のように表せる。 
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式（１６）に代入すると， 
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式（２３）の両辺に ( Xm )λsin を掛けて[0,1]の範囲で積分し係数比較することで係数 を求める。 na
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以上をまとめると， 
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